
 

 

 

 

そろそろ秋？ 
秋風が心地よく、木々の色づきに季節の深まりを感じる

頃となりました。朝夕は冷え込む日もあり、体調を崩しや

すい時期です。インフルエンザや新型コロナウイルスなど

の感染症も気になる季節ですので、うがい・手洗い・換気

を心がけ、元気に学校生活を送りましょう。 

さて、10 月 7 日には市民会館文化ホールにて合唱コン

クールを開催します。学級ごとの歌声は、未熟な部分もあ

りますが、仲間と共に声を重ねる中で、確かな成長と挑戦の姿が見えてきました。大切な

のは完成度ではなく、日々努力を積み重ねて舞台に立とうとする勇気です。当日は一人一

人の思いが歌声となって広がり、大きな感動を生むことを期待しています。 

第２学年 デートＤＶ防止講演会 
 第 2 学年では、DV 長崎の平山さんを講師に迎え、「あなたと私の心と体を大切にする

ために」というテーマで DV 防止講演会を実施しました。対等な関係を築くためには、互

いの気持ちを尊重し、同意を確認することや、バウンダリー効果（自分の境界線を自分で

決める大切さ）を意識することが必要であると学びました。また、ジェンダーギャップや

力の差が生まれる背景について考える機会ともなりました。こうした学びを通して、生徒

たちが自分も相手も大切にできる関係を築いていけるよう願っています。 

学校評価調査回答ありがとうございました。 

本年度７月に実施した学校評価調査の結果がまとまりましたのでご報告いたします。令

和６年度との比較を行い、生徒・保護者・教職員の３つの視点から見えてきた傾向や課題

について、お伝えいたします。 

 まず、生徒からは「学校の雰囲気が明るく楽しい」「いじめ防止や安全管理が行き届い

ている」といった項目で高い評価が続きました。安心して学び、仲間と共に成長できる環

境が整っていることがうかがえます。一方で、「家庭学習の習慣」については依然として

評価が低く、学習習慣の定着が大きな課題です。 

 保護者の方からは、「授業のわかりやすさ」や「進路指導」で改善が見られ、先生方の

努力が成果となって表れています。しかしながら、「家庭学習の習慣化」や「基本的生活

習慣の定着」については課題が残っており、学校と家庭がより一層連携して取り組む必要

があると考えています。 

教職員の評価では、「研修の充実」により資質向上への手応えが得られた一方、「働き

やすさ」や「施設環境整備」に関する評価がやや低下しました。子どもたちを支える教職

員が力を十分に発揮できるよう、業務改善や環境づくりをさらに進めてまいります。 

 全体を通じて、学校の雰囲気や安全面、地域との協力は高く評価されており、信頼され

る学校づくりが着実に進んでいることを嬉しく思います。今後は、学習習慣と生活習慣の
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定着、そして教職員がより働きやすい環境づくりを重点に、学校・家庭・地域が力を合わ

せて子どもたちの成長を支えていきたいと思います。 

 学校ホームページの「学校行事【学校生活】」でも活動の様子を公開しております。 

https://www.nagasaki-city.ed.jp>yamazato-j 


